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路線バス沿線での利用促進活動 小学校での利用促進活動

基　調　講　演 話　題　提　供

平成 24 年度　地域生活交通再生ミッショナリー育成・活動事業

　「平成 24 年度 地域生活交通再生ミッショナリー育成・活動事業」とは、八戸市の緊急雇用創出事業を活用しな

がら、公共交通である路線バスが、できるだけ多くの市民にとって使いやすく、頼りになる存在として認識・理解

いただけるように様々に取り組んでいる事業です。

　その一環として、この報告会では、各種取り組みの成果を市民の方をはじめ、関係者などに広くお知らせさせて

いただきます。

八戸市内の学校にお邪魔して、バスの乗り方教

室を行いました。バスの乗り方だけでなく公共

交通と環境、バスの大切さなども伝えるお話も

しました。

利用者の少ない路線バスについて、バス利用者

や沿線の皆様をはじめ、多くの方に関心と親し

みをもっていただき、利用していただくための

様々な活動を実施しました。

十勝バス株式会社
代表取締役社長

野村　文吾氏

Ｈ・Ｏ・Ｔ Managers代表／
弘前大学人文学部４年

大野　悠貴氏

平成２５年３月２１日（木）１５：００～１７：３０ ※１４：３０～開場・受付開始

学生が中心となった、路線バスの活性化事例を

ご紹介。

バスを活用したまち歩きを提案する冊子の作

成など、これまでの精力的な活動をご紹介いた

だきます。

路線バス事業で「４０年ぶりの増収」を達成し

た貴重な取り組みをご紹介。沿線住民への営業

活動をきっかけとした『わからないという不安』

を取り除く多様な取り組み内容と、その根本の

考え方をご講演いただきます。
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成 果 報 告

基 調 講 演

休 憩

開 場 はっち２階シアター 2にて受付
スライドショー「地域生活交通再生ミッショナリー育成・活動業務ダイジェスト」

『地域生活交通再生ミッショナリー育成・活動業務成果報告』

『お客様密着！で地域に貢献する十勝バスの経営
  　　　　　　　　　　  ～ 40 年ぶりの利用者増加の実例～』（仮）

話 題 提 供

『大学生が主体となったバス利用促進　～八戸でも是非！～』（仮）

ト ー ク セ ッ シ ョ ン

終 了

『多様な主体によるモビリティ・マネジメント
　　　　　　　　     　　  ～誰もが主役になれるんです！～』（仮）

１９６３年帯広市生まれ。函館ラ・サール高、小樽商科大を卒業
後、国土計画（現西武ホールディングス）に入社、企画宣伝に携
わった。９８年、父の文彦氏が経営する十勝バスに入社、２００
３年から社長。帯広商工会議所副会頭、十勝地区バス協会理事。
シーニックバイウェイ「トカプチ雄大空間」運営代表者会議代表、
道東道とかち連携協議会会長など公職多数。

弘前大学人文学部在学。弘前大学の学生が主体となって、弘前・津軽の公
共交通情報を発信する活動集団、Ｈ・Ｏ・Ｔ Managers の代表を務める。２０
１１年１１月に全国バスマップサミットin弘前を開催。情報誌「ほっと」、「電
車とバスのガイドブック」を発行している。

十勝バス（株）　代表取締役社長　野村文吾　氏

H・O・T Manegers 代表　大野悠貴（弘前大学人文学部４年）
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（十勝バス株式会社　代表取締役社長）
（H・O・T Manegers 代表 ・ 弘前大学人文学部４年）
（八戸北高等学校南郷校舎３年）
（南部バス株式会社　営業部長）
（八戸工業大学教授）
（八戸中心街ターミナルモビリティセンター　センター長）

野村　文吾氏 大野　悠貴氏（十勝バス株式会社　代表取締役社長） （Ｈ・Ｏ・Ｔ Managers代表 ・ 弘前大学人文学部４年）


